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フランス料理、

北野クラブ ﾞ
中央区北野町１丁目5 - 7

壷2 2 2 - 5 1 2 3
1 1 A M ～２：３０剛
( ランチ/ クインズランチは３剛）
５P M ～１０：３０剛( ディナー）

スパニッシュレストラン

エノレヴィノ
中央区北野町３丁目

アニルドマンション１Ｆか2 4 1 - 1 3 4 4
京門店／盃3 3 2 - 6 6 3 6

水曜休

ドイツワイン･ コーヒー･ ブティック
ローーテ。ローーゼ
中央区北野町４丁目９－１４

査2 2 2 - 3 2 0 0
１０AM～1OPM

（ブティックは午後６時）

００ＦＦＥＥ＆ＳＯＵＶＥＮＩＲ

うろこの家
中央区北野町２丁目

垂2 4 2 - 6 5 3 0

神戸割烹舶来民芸品・アンティーク 異人館のユーハイム

お 可川ラインの館
中央区北野町２丁目1 0 - 2 4

公2 2 2 - 6 2 6 6
1 0 : 0 0 ～1 8 : ００第３木曜定休

神戸ｺ ﾚ ｸ ｼ ｵ ﾝ
北野通店透2 2 2 - 2 4 6 8

１０AM～５ＰＭ
異人館通店壷2 2 2 - 3 6 0 0

１０A M～ＢＰＭ

中央区北野町１丁目5 F －７
念22 2 - 3 5 1 1
１１A M～ｇＰＭ

英国風レストラン

St・GeorgeJapan
中央区北野町１丁目2 - 1 7

公2 4 2 - 1 2 3 4
１１A M～４m M (ランチタイム）
５剛～1 1 P M ( 会員制）

手づくりの店 美容室

ｶ ｮ れりあ馬亜乃ブルーあきら
中央区北野町４丁目９－８ 中央区北野町３丁目キタノサーカス山側

壷2 4 2 - 5 0 0 5 金2 2 1 - 9 0 8 0
１１A M ～ワＦＭ水曜休９A M ～６ＰＭ月･ 第３火休

真珠･ 宝石･ アクセサリー専門店花と植木

●北野坂のニューフェイス
レンガ建ての1 5 軒のテナントが

入ったファッションビルｒリンズ
ギャラリー」とお隣メルヘンの中
から出てきたようなティールーム
「ファミリア北野坂ハウス」が、
北野の初夏の散策につけ加わる素
敵な仲間です。

ｻﾛﾝ･ド･パー ﾙ北野
（栄光宝飾）

中央区北野町４丁目8 - 3
金2 2 Ｚ1 ４０６

草 楽園
金221＝1 5 8 5

中央区山本通３丁目バス停前

ｇ：３０A M ～７P Ｍ

謡
学
、
．
、

魔女大里最世子

レストラン

< 北から南へ〉

プリンスコート
中央区北野町２丁目1 3 - 6

垂22 1 - 2 1 3 2
５A M ～９剛

筆
望

謂

程

戸E

〆黒〆黒

オリジナルファッション･ ブティック

ギャラリー・テイールーム

神戸時代
中央区中山手通１丁目2 3 - 1 0
モンシャトウコトブキビル

金2 4 2 - 3 5 6 7
1 1 A M ～５F M ( ティータイム）土曜休
６剛～1 2 P M （ドリンクタイム）日祝休

フランス料理

ビストロドゥリヨン
中央区山本通２丁目1 3 - 6

垂2 2 1 - 2 7 2 7
正午～1 O P M 月曜休

戸

フランス料理

ジャン。ムーーラン
中央区北野町３丁目1 - 1

念2 4 2 - 4 1 8 8
１１：３０A M～２PＭ
５R M ～1 0 R M 水畷休ノ

中央区北野町４丁目異人館倶楽部
金”? - 1 7 7 3

１１A M ～８ＰＭ第３月休

一
々
一

一
々
一

メンバーズラウンジ

異 人坂
中央区北野町２丁目9 - 2 2

念22 2 - 2 0 0 1
1 1 A M ～５PＭ（ティータイム）
５：3O P M～1 2 R M (メンパーズクラブ'）戸
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中山手通り 至三宮1 Ｗ
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享
新
井
満
・
診
‐
ジ
チ
石
阪
春
生
、

弓三

／

再
び
退
き
ど
き
①
『
Ｌ
く
の
ど
こ
の
の

ノ 、引
越
し
を
十
三
回
し
て
き
た
。
も
う
す
ぐ
十
四
回
目
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
引
越
し
て
来
た
当
座
は
い
つ
も
思
う
。
こ
の
街
の

こ
の
部
屋
で
今
度
こ
そ
永
住
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
舌
の
根
が
乾
か
ぬ
う
ち
に
又
ぞ
ろ
引
越
し
の
荷
作
り
を
始
め

て
い
る
の
だ
か
ら
か
な
わ
な
い
。

全
て
の
荷
物
を
ト
ラ
ッ
ク
に
詰
め
込
ん
だ
後
、
私
は
一
人
、
ア

パ
ー
ト
の
階
段
を
昇
り
住
み
慣
れ
た
部
屋
の
戸
口
に
立
っ
て
見
る
。

ガ
ラ
ン
と
し
た
人
気
の
な
い
部
屋
。
壁
が
、
な
ぜ
だ
と
問
う
。
窓

ガ
ラ
ス
が
声
を
鹿
わ
せ
て
言
う
。
置
き
去
り
に
す
る
の
か
。
天
井

の
羽
目
板
が
柱
が
畳
達
が
哀
し
げ
に
恥
く
。
行
く
な
、
行
く
な
、

行
く
な
…
。
し
か
し
、
ひ
と
し
き
り
ざ
わ
め
き
が
続
い
た
後
、
彼

ら
は
ハ
タ
と
押
し
黙
る
。
次
の
瞬
間
に
は
、
引
越
し
て
来
た
と
同

じ
よ
そ
よ
そ
し
い
顔
に
戻
っ
て
い
る
。
最
後
に
一
言
、
扉
の
ノ
ブ

が
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
咳
く
。
出
て
行
け
、
お
前
な
ん
か
…
。

☆
☆

人
間
に
引
越
し
が
あ
る
よ
う
に
民
族
に
も
引
越
し
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
も
し
か
す
る
と
人
類
に
も
．

歴
史
上
、
最
も
鮮
か
な
形
で
集
団
引
越
し
を
完
了
し
た
の
は
マ

ャ
民
族
で
あ
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
は
ユ
カ
タ
ン
半
島
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
中
。
彼
ら
は
そ
こ
で
マ
ャ
最
後
の
古
代
文
明
の
花
を
開
か
せ
た

後
、
惚
然
と
し
て
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

そ
の
日
、
私
達
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
セ
ス
ナ
機
は
チ
チ
エ
ン
・

イ
ッ
ァ
ー
の
上
空
二
百
米
を
旋
回
し
て
い
た
。

見
渡
す
限
り
の
大
樹
海
で
あ
る
。

そ
の
ま
っ
た
だ
中
、
大
洋
に
ポ
ッ
カ
リ
浮
か
ん
だ
孤
島
の
よ
う

に
、
一
つ
の
不
思
議
な
形
状
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
聾
え
立
っ
て
い
る
。

階
段
状
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
。
最
上
階
に
は
天
体
観
測
室
が
あ
り
、
マ
ャ

人
が
長
年
月
に
わ
た
り
肉
眼
で
星
を
見
つ
づ
け
た
の
だ
と
い
う
。

＃

エ

Ｉ

ユ
カ
タ
ン
半
島

●
壁
句
煙
詳
四
目
〔
一
口
皿
丙
①
叶
勤
唾
邑

そ
の
結
果
、
彼
ら
は
西
欧
人
が
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
を
持
つ
よ
り
千

年
も
早
く
正
確
な
太
陽
暦
を
発
見
し
た
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
暦

が
四
年
に
一
日
狂
う
の
に
対
し
て
、
六
千
年
に
一
日
し
か
狂
わ
な

い
金
星
に
よ
る
暦
ま
で
持
っ
て
い
た
と
い
う
で
は
な
い
か
。

し
か
し
以
上
の
何
に
も
増
し
て
蝿
偲
す
べ
き
事
柄
は
、
彼
ら
が

残
し
た
暦
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
あ
る
。
マ
ャ
人
の
暦
は
紀
元
前

三
○
一
三
年
に
始
ま
り
、
そ
れ
か
ら
五
千
年
後
の
紀
元
二
○
一
一

年
、
皿
月
塑
日
に
終
わ
る
の
だ
。
終
末
を
待
た
ず
し
て
彼
ら
は
、

こ
の
巨
大
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
群
を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
一
体
何
処

へ
消
え
た
か
…
。

☆
☆

虹
世
紀
に
な
っ
た
と
た
ん
地
球
の
人
口
減
少
率
が
加
速
度
的
に

早
ま
っ
た
。
二
○
二
年
の
今
年
、
私
は
鎚
歳
に
な
る
が
妻
子
と
は
と

う
に
死
に
別
れ
今
は
一
人
暮
し
。
生
前
に
孫
が
ク
レ
ヨ
ン
で
描
い

て
く
れ
た
海
の
絵
が
壁
に
貼
っ
て
あ
る
。
真
赤
な
色
の
海
だ
。

我
々
の
政
府
も
ど
う
や
ら
こ
の
国
土
に
見
切
り
を
つ
け
た
ら
し

い
。
次
の
移
住
先
き
Ｚ
星
に
向
け
て
毎
日
の
よ
う
に
船
が
出
て
行

く
。
地
球
を
去
る
の
は
つ
ら
い
け
ど
仕
方
が
な
い
、
喰
え
な
い
の

だ
か
ら
。

私
は
引
越
し
荷
物
を
ま
と
め
て
、
Ｋ
市
の
沖
合
に
あ
る
Ｅ
型
人

工
島
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
雄
地
へ
向
か
う
。
巨
大
な
階
段
状
発
射

台
。
こ
れ
と
同
じ
風
景
を
昔
ど
こ
か
で
見
た
。
た
し
か
ジ
ャ
ン
グ

ル
の
中
だ
っ
た
と
思
う
。

地
球
が
見
る
見
る
小
さ
く
な
る
。
あ
っ
け
な
い
引
越
し
だ
。
窓

外
の
星
を
眺
め
て
い
る
と
、
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
ノ
．
と
言
い
な
が

ら
見
知
ら
ぬ
老
人
が
す
り
寄
っ
て
き
て
私
の
耳
元
で
峨
い
た
。

「
お
互
い
、
間
に
合
っ
て
良
か
っ
た
ね
ェ
。
こ
れ
が
最
後
の
便
だ

っ
て
噸
だ
ョ
…
」

、ノ
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通
訳
嬢
「
あ
ら
あ
ら
、
じ
ゃ
、
今
年
は
ち
ょ
っ
と
遅
か
っ
た
み
た

リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
〃
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
ね
。
」

マ
ー
ク
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
を
回
っ
た
そ
う
だ
。
「
明
華
」
に
船

四
月
十
四
日
午
前
十
時
。
前
日

華
客
船
「
明
華
」
（
ミ
ン
フ
ァ
ー
ニ

四
、
二
二
四
ト
ン
）
の
銭
（
チ
ェ
ン
）

船
長
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
た
め

我
々
は
ク
ル
マ
を
第
四
突
堤
ポ
ー

ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
走
ら
せ
た
。

船
の
入
口
へ
着
く
か
着
か
ぬ
う

ち
に
、
「
さ
あ
さ
あ
、
こ
ち
ら
へ
」
と

待
ち
兼
ね
た
顔
の
中
国
船
員
に
よ

っ
て
手
際
よ
く
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ル

ー
ム
へ
案
，
内
さ
れ
た
。

「
へ
え
－
、
中
国
船
な
の
に
、
船
客
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
な
の
。

知
ら
な
か
っ
た
わ
あ
…
・
・
・
」
と
、
通
訳
嬢
。
驚
く
方
が
お
か
し
い
。

乗
客
の
国
籍
が
船
籍
と
異
な
る
の
は
、
こ
れ
は
常
識
な
の
だ
。

四
月
十
四
日
午
前
十
時
。
前
日
の
早
朝
に
入
港
し
た
中
国
の
豪

③

と
世
界
の
各
地
で
活
躍
す
る
こ
と
が
、
今
後
、
ま
す
ま
す
望
ま
れ

‐
１
ｋ

クイーン神戸より桜の小枝が乗客に腿られた( 歓ﾖ 型レセプションにて）

代
化
」
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
銭
さ
ん
一
家

花
を
見
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
ク
ル
ー
ズ
な
ん
で
す
よ
。
」

銭
さ
ん
「
う
ん
、
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
ね
、
日
本
で
桜
の

通
訳
嬢
「
ね
え
、
キ
ャ
プ
テ
ン
。
今
回
の
ク
ル
ー
ズ
に
は
〃
チ
ェ

訳
嬢
と
の
話
は
、
今
回
の
ク
ル
ー
ズ
の
こ
と
に
移
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

講
師
を
務
め
る
奥
さ
ん
と
、
大
学
で
電
子
工
学
を
専
攻
し
、
将
来

の
三
人
暮
ら
し
だ
。
ご
承
知
の
通
り
、
中
国
は
現
在
、
「
四
つ
の
近

ら
な
い
職
種
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
西
側
諸
国
と
の
よ
り
一
層

ま
さ
に
働
き
ざ
か
り
で
あ
る
。
住
ま
い
は
上
海
。
大
学
で
英
語
の

ど
う
や
ら
乗
客
た
ち
に
親
し
み
を
も
た
れ
て
い
る
様
子
の
銭
さ
ん

は
、
技
術
者
に
な
る
夢
を
も
っ
て
い
る
一
一
十
三
歳
の
お
嬢
さ
ん
と

長
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
の
は
一
九
七
九
年
か
ら
。
現
在
五
十
歳
の

る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
た
ら
、
ど
う
や
ら
銭
さ
ん
と
通

の
交
流
を
必
要
と
す
る
「
四
つ
の
近
代
化
」
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

ま
で
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン

ま
ず
は
、
全
員
、
た
っ
ぷ
り
と
注
が
れ
た
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
で
の

ど
を
う
る
お
す
。
お
茶
が
な
く
な
り
か
け
る
と
、
中
国
人
船
員
が

す
っ
と
姿
を
見
せ
て
、
再
び
た
っ
ぷ
り
と
注
い
で
く
れ
る
。

な
に
せ
中
国
語
が
解
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
、
会
話
の
や
り
と
り

は
英
語
で
行
わ
れ
る
。

銭
さ
ん
は
、
今
回
の
航
海
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
こ
と
や
ら
、
「
明

華
」
の
年
間
航
海
計
画
や
ら
に
つ
い
て
、
終
始
ニ
コ
ニ
コ
と
し
な

が
ら
、
精
力
的
に
話
し
て
く
れ
る
。
通
訳
嬢
が
し
ば
し
ば
通
訳
す

る
の
を
忘
れ
て
話
し
込
む
ほ
ど
話
に
花
が
咲
く
。

ま
ず
は
、
銭
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
よ
う
。

生
ま
れ
は
中
国
の
南
西
部
。
初
め
は
そ
の
気
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
世
界
中
を
回
り
た
く
な
っ
て
、
中
国
で
は
一
番
大
き
な
港
湾

学
校
で
あ
る
大
連
の
海
運
学
院
で
勉
強
を
し
た
。
卒
業
後
、
一
九

五
三
年
か
ら
四
年
間
、
中
国
国
内
を
回
り
、
五
七
年
か
ら
七
五
年

の
よ
う
に
ソ
フ
ト
で
心
配
り
の
細
や
か
な
中
国
人
が
、
ど
ん
ど
ん

の
仕
事
は
、
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
中
国
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
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を
回
り
、
五
月
十
二
日
に
シ
ド
ニ
ー
に
帰
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

乗
客
は
約
三
五
○
人
。
こ
れ
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
六
十
〜
七

十
歳
が
一
六
五
人
、
七
十
一
〜
八
十
歳
が
九
十
五
人
、
そ
し
て
、

八
十
一
歳
以
上
が
何
と
十
五
人
も
い
る
。
船
旅
は
金
と
時
間
が
か

か
る
の
で
、
リ
タ
イ
ア
し
た
老
人
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
常
識

が
「
明
華
」
で
も
り
つ
ば
に
生
き
て
い
る
の
だ
。

で
は
、
最
年
少
者
は
と
言
う
と
、
生
後
二
十
一
か
月
の
女
の
子

だ
そ
う
だ
。
「
ニ
イ
ハ
オ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
」
と
人
な
つ
っ
こ
ぐ
話
し

か
け
て
く
る
そ
う
で
、
「
声
が
と
っ
て
も
可
愛
い
い
ん
で
す
よ
。
そ

い
で
す
ね
。
」

銭
さ
ん
「
残
念
な
が
ら
、
も
う
盛
り
は
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
ね
。
来
年
は
、
も
う
少
し
早
く
来
る
予
定
な
ん
で
す
。
」

通
訳
嬢
「
ぜ
ひ
、
そ
う
し
て
下
さ
い
。
私
の
よ
う
な
姥
桜
じ
ゃ
つ

ま
ら
な
い
で
す
も
の
ね
（
笑
）
」

今
回
の
“
桜
の
航
海
“
を
ち
ょ
っ
と
説
明
す
る
と
、
三
月
三
十

一
日
に
シ
ド
ニ
ー
を
出
航
し
、
そ
の
後
、
ラ
バ
ウ
ル
、
グ
ァ
ム
と

寄
港
し
、
神
戸
へ
は
四
月
十
三
日
に
入
港
し
、
十
五
日
に
出
航
し

た
。
そ
の
あ
と
は
、
天
津
、
上
海
、
南
京
、
香
港
、
マ
ニ
ラ
な
ど

▼

れ
に
、
浮
輪
を
つ
け
て
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
姿
が
、
こ
れ
ま
た
、
と
て

も
可
愛
い
く
て
ね
え
．
．
…
．
』
と
銭
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。
な
か
な

か
の
子
ぽ
ん
の
う
の
よ
う
に
お
見
受
け
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
明
華
凶
は
一
九
六
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
建

造
さ
れ
た
。
そ
の
せ
い
か
、
銭
さ
ん
の
デ
ス
ク
の
後
の
写
真
は
フ

ラ
ン
ス
の
森
を
大
写
し
に
し
た
も
の
で
、
こ
の
写
真
が
滅
法
気
に

入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
だ
。
た
だ
、
船
内
の
表
示
は
す
べ
て

中
国
語
と
英
語
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
男
界
』
「
女
界
」
。

ン
、
何
の
こ
と
か
な
？
実
は
男
性
用
ト
イ
レ
、
女
性
用
ト
イ
レ

の
こ
と
な
の
だ
。
銭
さ
ん
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
造
ら
れ
た
の

で
、
た
と
え
ば
Ｄ
デ
ッ
キ
と
い
う
最
も
料
金
の
安
い
船
室
で
も
、

バ
ス
・
ト
イ
レ
は
な
い
も
の
の
、
す
べ
て
船
室
の
窓
か
ら
外
が
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

「
明
華
哩
の
１
９
８
１
‐
８
２
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
み

る
と
、
五
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
、
全
部
で
二
十
四
航
海
も
あ
る
。

そ
の
う
ち
神
戸
へ
は
、
来
年
の
四
月
七
日
に
「
桜
の
航
海
」
で
立

ち
寄
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
航
海
が
四
十
一
日
間
（
今
年

は
四
十
二
日
間
）
と
最
も
長
い
。
逆
に
最
も
短
い
の
は
、
一
晩
の

み
。
シ
ド
ニ
ー
を
出
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
分
ら
な
い
、
と
い
う

四
日
間
の
航
海
も
あ
る
。
乗
っ
て
の
お
楽
し
み
、
と
い
う
こ
と
だ
。

神
戸
へ
は
昨
年
の
十
月
二
十
日
に
初
入
港
を
し
て
い
る
。
「
あ
の

と
き
は
菊
が
美
し
か
っ
た
で
す
ね
え
」
と
銭
さ
ん
。
神
戸
の
印
象

は
と
言
う
と
、
美
し
い
町
で
、
人
々
も
親
切
で
…
…
と
な
か
な
か

い
い
。
特
に
神
戸
市
に
よ
る
入
港
歓
迎
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
乗

客
に
も
と
て
も
好
評
だ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
、
そ
の
乗
客
の
大
半

が
下
船
後
、
神
戸
を
素
通
り
し
て
、
東
京
、
京
都
、
広
島
あ
た
り

へ
出
掛
け
て
し
ま
っ
た
の
は
い
さ
さ
か
残
念
だ
。
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ｍ

も
や
っ
て
い
る
の
に
な
ぁ
…
…
。

銭
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
こ
の
日
に
は
、
第
四
突
堤
０
１
岸
壁

に
ソ
連
の
客
船
「
フ
ェ
リ
ク
ス
ジ
ェ
リ
チ
ン
ス
キ
ー
」
が
入
港
し

て
い
た
。
帰
り
が
け
に
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
振
り
返
る
と
、
中

国
と
ソ
連
の
国
旗
が
仲
よ
く
並
ん
で
、
風
に
は
た
め
い
て
い
る
。

と
か
く
現
実
に
お
い
て
は
利
害
の
対
立
す
る
両
国
だ
が
、
こ
の
旗

の
よ
う
に
友
好
的
な
交
流
が
一
日
も
早
く
訪
れ
る
よ
う
に
願
い
つ

つ
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
離
れ
た
…
…
。

■

（写真上) 今春、香港で完成
したばかりのダイニングルー
ム。中国的なインテリアは、
英語圏の人々にとってエキゾ
チックに映るに違いない。

Ｄｇｇ当＝型一一一 ~ 一一

・＄．" 蕊ｊｉ因
h ｍＳＭＤＫＩＮＧ 謙奴

■可

Ｎｑｒｌ星Ｅ
ＯＦＦｌＲＥＨＡｚＡＦＤ.
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イタリアの味を手軽にお楽しみください。
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鯛

本格的なイタリア料理が、

。

鉦へ■

神戸市東灘区御影山手1 - 2 - 1 0 メソン白鶴御影ガーデンシティ2 Ｆ
P h o n e （０７８）８２２－１７『７７

営業時間１１：３０～２１：３０第３水曜定休日
（駐車場完備）

至大

鍵繍

篭

●今月のお客さまお茶の今井宗緑先生と生徒のみなさま方
シェフのおすすめ料理S a l t i m b o c c a a l l a R o m a n a

サルテインボッ力アッラロマーナ
永遠の名画“ローマの体1 1 ”でオードリーヘ; ノブバーン扮する王女さまが、ローマに
来たのならぜひ賞味したいと、食蛎シーンに出てきたのが、この仔' ' 二のサルテインポ
ッカローマ風。それほどにローマでは伝統的な料理として愛されている‐A I １，なのですⅢ

シェフ高柴功
駕イタリア料理が、手軽に楽しめる店

至三宮阪急御影駅１

アンナベラ■■妙 …皇i塑Lｌリストランテ" アンナベラ”
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ファミリーで
よ・う・こ・そく1 7 ）

’

ｒ

陳舜臣･ 由果さん父娘
く作家〉〈ポートピア' 8 1 コンパニオン）

望悠奪曙目
響一
血

ポートピア' 8 1 のコンパニオンとして大活蹄の由果さんは、２月号の「神戸っ子' 8 1 」で紹
介された陳立人く写真家〉さんと二人兄妹｡ 「“自由果てなし－のびのび育ってくれるよ
うに”という願いを込めて“由果”と名付けました｡ ｣ とのお父様の言業どおり、とても明
るくてチャーミングなお嬢さんです。
超多忙の父娘だから､ 「二人だけで食事」なんてホントに久し振りだとか。子供の頃、坂
道をローラースケートで滑ったこと…e t c ･ お父様のユーモラスな思い出話を聴きながら味
わう神戸ステーキは、また一段と美味しそうですね。

卿恥廊〃篭
神戸市中央区下山手通２丁目5 - 5 （トアロード）、､ 0 7 8 （3 3 1 ) 7 1 6 8

、

ノ

戸
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邑艮巾ロロＪｅＷｅｌ・上ｃＱＬＡ亘飾ミキモ卜諦常哨：噌
Mikimotopearlslnter『ntionalHouse

飾田崎真珠店鳥9 , ) ' Ｙ了寵
Ta s a k i P e a r l s 元町．ｊ唾二丁目

姉タジマ（ 3 3 1 ）５７６１ＪｅｗｅｌＴａｊｉｍａ２－m o t o m o c h i
ﾄと宝石霊ta恩tch菅h､p計店蕊.蕪Ｊ：トアロ－ド

飾神戸ダイヤモンド僻) R 鳥‘３９７
K o b e D i a m o n d

ﾖ 士洋服。洋品T a i l o r ＆M e n , ｓＳｈｏｐ
士服柴田音吉洋服店翻｡ 照J 胃

ＴａｉｌｏｒＳｉｂａｔａ 元聞「ｊ趣一丁・目

ｸ，イ誘ｔｏ細i乱aafザー堰熱.ふ.舟。ユ±賑三恵洋服店認 . 駕飛
T a i l o r M i t u e i 元町通３丁目

子洋品フナキヤ』認 ｡ 品 ｡ 鳥ｓ６
Ｆｕｎａｋｉｙａ

圭賑古i,鳥画黒洋Ｈ艮店熱駕irf品雑貨サノヘ熱薦鴻
S a n o h e

‘ｼｬﾂ鷲be星rヒシヤツ駒.凧惑､烏鷺・国際会館南

士服洋月艮の粋渡辺探: g ､ : i - 3 o r P 1W a t a n a b e
士服ニッケショーールーム鰯｡ 薦冒冒

ＮｉｋｋｅＳｈｏｗｒｏｏｍ
士服飾ウネ剛‘議丁胃Ｍｅｎ, ｓＳｈｏｐＵｎｅ 七ン夕－街

セシヤツ大和屋シャツ畠3 機& ( 2 : , ) 樋2 ：ＹａｍａｔｏｙａＳｈｉｒｔ
' ズウェアマーキュリー鍬風粥蝋
､ ，ｓＷｅａｒＭＥＲＣＵＲＹ

士服飾西ノ 1 １（§ 9 , 7 , p ４５；

#人学寺洋品幸急die夢Sh･;撫孟ｆ
Ｍａｘｉｍ

飾雑貨ヱスターニュートン像j K A : 8 - ｉＫ
ＥｓｔｈｅｒＮｅｗｔｏｎ

ﾝ ドバ ﾂ ′シラサ熟赫 i x 易Ｓｈｉｒａｓａ

ピ ｰ 用品フアミリア瀞煙鰹蛎：供服ＦａｍｉＩｉａｒ

人服地シンヮ蓮燕綴 } 澱
人靴ジヨアンﾅ ｻ ﾝ プﾗ ザ( 3 9 , ) 5 0 7 8

屋
壷
ブ
ン
弥
平
店

＊宝飾品Ｊｅｗｅｌ・Ｐｅａｒｌｓ
①宝飾ミキモ卜

ＭｉｋｉｍｏｔｏＰｅａｒｌｓ
②宝飾田崎真珠店

Tas a k i P e a r l s
④ 宝姉タジマ

ＪｅｗｅｌＴａｊｉｍａ

⑤時計と宝石霊ta恩tch菅hop計店
⑤宝飾神戸ダイヤモンド

ＫｏｂｅD i a m o n d
＊紳士洋服。洋品T a i l o r ＆Ｍｅｎ
⑦紳士服柴田音吉洋服店

ＴａｉｌｏｒＳｉｂａｔａ

③ﾈ′，イ誘ｔｏ細i乱aafザー
⑨紳士服三恵洋服店

Ta i l o r M i t u e i
⑩ 男子洋品フナキヤ

Ｆｕｎａｋｉｙａ

⑪紳圭賑古i ,鳥画黒洋Ｈ艮店
⑫洋品雑貨サノへ

S a n o h e

⑬ﾜ ｲ ｼ ｬ ﾂ 鷲b e 星rヒシヤツ
⑭紳士服洋服の粋渡辺

W a t a n a b e
⑮ 紳士服ニニッケショールーム

ＮｉｋｋｅＳｈｏｗｒｏｏｍ
⑰ 紳士服飾ウネ

Ｍｅｎ, ｓＳｈｏｐＵｎｅ
⑬紳士シャツ大禾ロ屋シャシ

ＹａｍａｔｏｙａＳｈｉｒｔ
⑰メンズウェァマーキュリー
M e n ，ｓＷｅａｒＭＥＲＣＵＲＹ
⑭紳士服飾西ノ１１
＊婦人洋装・洋品L a d i e ，ｓＳｈｏｐ
⑲帽子マキシン

M a x i m
⑳服飾雑貨ヱスターニニュートン

神戸駅前
【3 4 1 1 3 6 ０６

＊和洋料理E a t i n g H o u s e
葉⑬園日本斜雲醗kuyotei

⑲天婦羅お可
Ｏｋａｇａｗａ

⑪寿司語_Na馬maya駒
⑫とんかつ藤…
⑬スペイン料理カル〆

Ｃａｒｍｅｎ
⑭欧風料理ハナワグリ

ＨａｎａｗａＧｒｉｌｌ
⑮ビヤ ･ ホールニニュー・トーキョ

ＮｅｗＴｏｋｙｏ
⑳海川魚日寺雨茶
御料理ＳｈｉｇｕｒｅＪａｙａ

⑰軽料理鵜konot畠uboの
⑳レストランゴヒ野クラ

ＴｈｅＫｉｔａｎｏＣＩｕｂ
⑳レストランプランド・ウブラ

ＢｌａｎｃｄｅＢｌａｎｃ

⑳倉鯛ぷ霞kaeyo
⑪寿司又

Ｍａｔａｈｅｉ
⑫神戸肉大井肉

ＯｏｉＢｅｅｆＳｈｏｐ
＊クラブ・米斗亭N i g h t C I u b
⑬ 科亭松の

Ｍａｔｓｕｎｏｙａ
⑭ナイト ｸ ラプオヒ野クラ

ＴｈｅＫＩｔａｎｏＣｌｕｂ

べ
子
婦
③
⑳
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